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脊椎分離症は、スポー
ツなどの疲労骨折で、
椎骨の関節突起の間
が離れている状態で、
先天的な要因もある。
また、すべり症は脊椎
が前方へずれを起こ
す症状で、１０代では
治りやすいが、２０代
を過ぎると、腰椎の位
置が戻りにくくなり、症
状も悪化しやすい。 

桐本 

・すべり症の人の疲れの緩和の
仕方、施術の注意点 





肋間神経痛はこんな病気 

肋骨に沿っている神経を肋
間神経と呼びます。この肋
間神経が痛む症状を肋間
神経痛といいます。 

朝：肋間神経痛で、胸がズキズキする方のストレッチ方法 

赤坂：ご年配のお客様に多い、背中が湾曲している方の、お背中がおつかれというお
客様(いくら押してもほぐれたかわからない)の有効な指圧のポイントなど聞きたいです。 
 



朝：扁平足で足裏や足首に痛みが出ている方への施術法 





仕事でのデスクワーク、パソコン作業、スマホを操作
するころで、現代人は前にかがみこむ姿勢で過ごす
ことが多くなっています。手を前に出しての作業とな
るため、背中を丸めて頭を前に出すだけではなく、常
に両肩を前に突き出した姿勢になっています。この姿
勢は、ストレートネックにもなります。 
 

猫背といえば背骨の上のほうが前に曲がっているイ
メージですが、それだけではなく肩を前につきだして
肩甲骨ごと肩が前に行っていることが多く見られます。
この状態は一般的に「巻き肩」と呼ばれており、多く
の場合「猫背」と合わせて見られます。 この姿勢は
肩こりの原因になったり、場合によっては首や胸の所
で神経が締め付けられて手に痺れが出る「胸郭出口
症候群」という病気の原因になる場合もあるのです。 
 

そして、膝が悪く、伸びない場合も、膝のバランスを
背中で調整して、巻き肩になる場合もあるのです。 

赤坂：内巻き肩で肩首主訴のお客様への有効な指圧の場所とストレッチ。 



反り腰とは、骨盤が前傾し、内臓が正しい位置に収まっていない状態をいいます。これは、
姿勢を保持するための「主要姿勢筋」という筋肉が大きく関係してきます。 
主要姿勢筋とは、頭部を支える頸部筋、背骨を支える脊柱起立筋、太ももの裏側にある大
腿二頭筋、足首を動かすヒラメ筋で、いずれも体の背面にある筋肉。これらの筋肉が衰え
ていたり、うまく使えていなかったりすると、体が支えられず、前に倒れるような状態になりま
す。特に、骨盤の後ろとつながっている大腿二頭筋が弱いと、骨盤は前傾しまうのです。 
その結果、体は前に倒れないようにバランスをとろうとするため、腰のあたりで「反る」姿勢
になります。これが「反り腰」なのです。 

市川：反り腰の対処法 



清水：ストレートネックの施術 
伊藤：首がガチガチにかたくなっている方、デコルテ、頭、肩、首のほぐす順番と施術 
    順番は、デコルテ・首・肩・頭の順です。 
     





伊差川：首がつらいけど、高齢になると首の血管が切れる場合があると言われたので、首
は揉まないで欲しいと言われました。どのような施術や対応が望ましいでしょうか？ 

頸動脈には、プラークと呼ばれるコレステロールなどの脂肪からなる粥状（じゅくじょう）物質
が付着していることがあります。その頸動脈プラークは、時に破裂して、血栓が形成され、
脳梗塞の原因になる場合もあります。 



玉利：便秘の方への対処 

①弛緩性便秘 

大腸の運動が低下したために起こる便秘のこと。腸管の緊張が緩み、便を押し出す力が
なく、便から水分がなくなっていきカチカチになる。便秘の中で最も頻度が高い。 
②痙攣性便秘 

副交感神経が過度に興奮することによって腸管が緊張し、便がうまく運ばれず、うさぎの
フンのようにコロコロとした便になる。精神的ストレスや過敏性腸症候群などが原因。 
③直腸性便秘 

便が直腸に到達しても排便のサインが起こらず、直腸に便が停滞してしまう状態のこと。
排便を我慢することが原因となるほか、高齢者や寝たきりの人に多い。 

そもそも「便」って何からできているの？ 
健康な人の場合、便の約80％が水分でできています。そして、約７％が食もののカス、
約７％が生きた腸内細菌、約６％が腸粘膜の剥がれ落ちたものでできています。 

大切なのは便に含まれる腸内細菌。なぜ、腸内細菌が大切かというと、腸内の細菌が
体の健康に大きく貢献しているからです。腸内細菌は「善玉菌20%」「悪玉菌10%」「日和
見菌70%」の３種類に分けられると考えられています。 

なので、食物繊維、水分、穀物、いも類、豆類、ひじき、寒天、果物など、食物繊維を豊
富に含む食品をしっかり摂りましょう。乳酸菌やビフィズス菌を含むヨーグルトや、納豆
などの発酵食品、ビフィズス菌など善玉菌のエサになるオリゴ糖も大切です。 



関元のツボ：正中線（身体の中心線）上にあり、
臍より指4本分（3寸）下 



外傷性腰痛は、腰椎の椎
間関節の亜脱臼であるぎっく
り腰や疲労骨折による脊椎
分離症や脊椎すべり症など
により起こる。 

ぎっくり腰は、腰椎の椎間関
節がずれるために起こる痛
みで、歪みがはっきりわかる
特徴がある。急性の痛みが
とれても歪みを治さないと、
再発する可能性が高い。 

そして、マッサージをすると、
せっかく支えている筋肉が緩
むため、立てなくなることもあ
る。 

伊藤：ぎっくりをやったばかりの方がマッサージにみえるのですが、炎症してるのでと説明し
たのですがうまく伝わりませんでした。納得してくれる説明方法を教えてください。 



変形性股関節症の原因 
変形性股関節症のほとんどは「臼蓋（きゅうがい）形成不全」が原因で発症します。
股関節には、臼蓋という受け皿のような部分があり、この臼蓋の形状が小さすぎる
など不完全なために、股関節に痛みを生じるのが「臼蓋形成不全」です。「臼蓋形成
不全」は臼蓋の形成が不完全なために、大腿骨側の軟骨に摩擦が生じて軟骨が磨
り減ります。その結果、股関節が変形して炎症が起きてしまう病気です。 

中村：女性の方で、股関節が痛むというお客様、病院に行くと、異常なし、もしくは、軟骨のす
り減りによる痛みと診断されるケースが多いようです。 
そういう方への可能な施術法、やってはいけない施術 
(股関節唇損傷や変形性股関節症についても知りたいです) 



FAIは2003年にスイスのGanzらのグループによって提唱され、近年注目されている概念で
す。Femoroacetabular impingementを略してFAI、または日本語で「大腿臼蓋インピンジメン

ト」や「股関節インピンジメント」とも呼ばれます。インピンジメントは「衝突」や「挟み込む」と
いう意味です。 

股関節の受け皿となる骨盤の臼蓋や大腿骨の骨形態異常があると、股関節を大きく動か
す際にこれらが衝突し、挟み込まれる股関節唇が損傷するということが分かってきました。 



中村：疲れてくると膝裏が辛くなるというお客様がいて、普段リフレクソロジーでオイルを使
用しながら流しているのですが、オイルなしで膝裏の詰まりやダルさを解消する方法はあり
ますか？ 
(膝裏と腰痛は密接に関係していると思うので、そのお客様も腰はかなりガチガチです。腰
もしっかり解すようにはしています) 

下腿三頭筋 
1.腓腹筋（脛骨神経、Ｌ５～
Ｓ２)：膝関節の屈曲 
起始：大腿骨外側上顆 
 
2.ヒラメ筋（脛骨神経、Ｌ５
～Ｓ２)：足の底屈 
起始：head of fibula、腓骨
体上部後面 
 

停止：腓腹筋とヒラメ筋は
合して踵骨腱 (アキレス     
腱)を作り踵骨につく 



後藤： 
①背面のストレッチ 
②肩甲骨周りが硬い人へのストレッチ 
③シニア向けストレッチ 
④足裏にむくみがある方に足裏の指圧をしていいかどうか 
⑤末端冷え性の人への施術 
 
木村： 
①腰部がお疲れで、でも揉み返しするから触らないで欲しいと言われたとき。 
②四十肩や五十肩で、肩の可動域が極端に狭い方の肩部。 
 
榎田（えのきだ）： 
①うつぶせが苦しい方が背中を強く圧してほしいと言ったらどうするか 
②関節が緩い人にうまくストレッチするやり方 

③強く圧して欲しいと言われ強めにすると筋肉が硬くなるがご本人は強くと言う場合どうす
るか 
④お客さまが満足感を感じる施術をするためのコツ 
 
諸橋（もろはし） 
①ストレッチからストレッチの上手く移行するための体の使い方 
 


